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より，分子量に比例して Fr 1‐Fr 7の画分を得た． RJPHおよびこの画分は，アンギオテンシンⅠ変換酵
素（ACE）阻害活性を示した．収率および ACE阻害活性が強力な画分は，Fr 3，Fr 4および Fr 5であり，
Fr 3および Fr 4から 7種の ACE阻害ペプチドが同定されたことからも，これらの画分が RJPHの ACE
阻害活性に寄与する画分であると考えられた．高血圧自然発症ラット（SHR）において，RJPH およびそ
の画分は，静脈内投与ではいずれも一過性の降圧作用を示し同程度の効力であった．一方，経口投
与では RJPHは，7‐8時間後に有意となる持続的な降圧作用を示した．Fr 3‐Fr 6の画分も降圧作用を
示したが，画分の分子量に比例して降圧作用の発現時間が遅延する傾向が見られた．RJPH の降圧パ







でヒト ACE に特異的で強力な阻害活性を示した．また，RJPH をラットに経口投与することに









RJPH およびこの画分 (Fr 1-Fr 7) は，アンギオテンシンⅠ変換酵素 (ACE) 阻害活性を
示した．高血圧自然発症ラット(SHR)において，RJPH およびその画分は，静脈内投与
ではいずれも一過性の降圧作用を示し，同程度の効力であった．一方，経口投与では 
RJPH は 7-8 時間後に有意となる持続的な降圧作用を示した．Fr 3-Fr 6 の画分も降圧
作用を示したが，画分の分子量に比例して降圧作用の発現時間が遅延する傾向が見られ






にアンギオテンシン-I (Ang-1) およびアンギオテンシン-II (Ang-II) 誘発昇圧反応に対
する影響を検討した．その結果，RJPH は -Ang-I 誘発昇圧反応を有意に抑制したが，
Ang-II 誘発昇圧反応は抑制しなかった． 
 以上の成績は，RJPH の降圧作用の作用メカニズムならびに RJPH の投与により脳
卒中を予防することを見出した点で新規であり，博士（薬学）の学位に値すると判断し
た． 
 
 
